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（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 ソバの種子は、バランスの良いアミノ酸組成を有するタンパク質、およびルチン
をはじめとする健康機能成分を含むことから、生産と消費の拡大が期待されてい
る。しかし、種子貯蔵タンパク質としてアレルゲンタンパク質を含むことが一つの
障害になっている。本論文は、ソバアレルゲンタンパク質の除去もしくはアレルゲ
ン性低減を目指し、主要なアレルゲンタンパク質である13Sグロブリンと2Sアルブミ
ンの多様性を評価するとともに有用遺伝資源の探索を行った成果を取りまとめたも
のであり、評価すべき点は、以下の２点に要約される。 
 
１．13Sグロブリンを構成するサブユニットのうち、トリプシン難消化性である0回
反復サブユニットの新規対立遺伝子を5つ同定し、既知の対立遺伝子3つとともに、
日本産2品種とパキスタン在来系統15種における対立遺伝子頻度を明らかにした。こ
のうち3つの対立遺伝子については終止コドン周辺に約200bpのMITE様配列の挿入を
認め、それらの挿入配列が取りうる特異な二次構造が遺伝子の転写・翻訳に影響を
及ぼす可能性を指摘した。さらに、それらMITE様配列がソバゲノム上に散在し、大
きな遺伝的多様性をもたらしていることを指摘した。 
 
２．アナフィラキシーの要因とされる2Sアルブミンの5つの遺伝子全てについて、低
アレルゲンソバの開発のために有用と考えられる対立遺伝子を発見した。すなわ
ち、g03遺伝子は全ての対立遺伝子が未成熟終止コドンを有すること、g13遺伝子とg
28遺伝子には約500bpの挿入配列を有し機能を失ったと考えられるヌル対立遺伝子が
あること、g11遺伝子とg14遺伝子にはジスルフィド結合の1つを欠きトリプシン易消
化性となったタンパク質をコードする対立遺伝子があることをみいだした。それら
を効率的に選抜し集積することによりアレルゲンを減らすかアレルゲン性を低下さ
せる可能性を開いた。 
 
以上のように、本論文は、ソバの種子貯蔵タンパク質の多様性を明らかにし、低
アレルゲンソバの開発に有用な知見を提供したものであり、作物学、品質設計開発
学および育種学の発展に寄与するところが大きい。 
よって、本論文は博士（農学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、令和２年２月２０日、論文並びにそれに関連した分野にわたり試問した結
果、博士（農学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。 
 また、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認め
る。 
 
注）論文内容の要旨、審査の結果の要旨及び学位論文は、本学学術情報リポジトリに
掲載し、公表とする。 
ただし、特許申請、雑誌掲載等の関係により、要旨を学位授与後即日公表するこ
とに支障がある場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。  
要旨公開可能日：２０２０年３月２３日以降（学位授与日から３ヶ月以内） 
